
Outcome

（厚労省提出指標）

指標

期間 各指標の計算式と分母・ 分子の項目名 分母・ 分子の解釈 

分子 期間内のMRSA検出入院患者数 

入院中の検体(入院時の検体を含む)で MRSAが同定されているも

の。ただし、スクリーニング目的でスクリーニング培地を用いた

ものなど、MSSAが検出されない方法で検出されたものは除外する。

重複処理を行い、期間内に複数回検出があったとしても 1名と数

える。 

分母 期間内のS. aureus（ 黄色ブドウ球菌） 検出入院患者数

入院中の検体(入院時の検体を含む)で S. aureus が同定されてい

るもの。検査方法は問わない(質量分析を含む)が、MRSAを否定し

ていない場合(感受性検査未施行等)は、分母の集団に分子が含ま

れていない場合があり除外する。また、スクリーニング目的でス

クリーニング培地を用いたものなど、MSSAが検出されない方法で

検出されたものも除外する。重複処理を行い、期間内に複数回検

出があったとしても 1名と数える。  

収集

期間
１ヶ月毎 

調整

方法
患者数の重複に留意 

総黄色ブドウ球菌検出患者の内のMRSA比率12

・ 黄色ブドウ球菌自体は皮膚に常在する場合があり、従って単純にMRSAの検出患者数をモニターした場合は、

結果が検査数に影響を受けるため、総ブドウ球菌数を分母とすることで標準化する。  

最小値 28. 42 

25％値 45. 94 

中央値 50. 96 

75％値 58. 37 

最大値 76. 29 

回答病院 60施設 

提出割合は62. 5％（ 60/96、前年比-2. 8）。  

中央値、75％値、最大値は前年より低下しています。

分母規模の大きな施設では前年度と比較して著しい変

化はみられません。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・ 分子の解釈 

考察 
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